
意見交換の主な内容 

◎総社市の医療機関情報について 

・往診と訪問診療の違いがわかりにくい。認知症の方の受診は難しいので往診してもらえ 

るのはありがたい。 

・全ての往診は難しい。まずは相談して欲しい。 

・検査用の機械で移動が難しいものもある。まずは 1 回診察して，患者側がどのレベル 

まで期待されるのか，こちらがどこまで在宅でできるかで妥協点を決めていく。往診し 

て何もできないことはない。何かしら目標設定はできる。 

・今回のような情報提供は歯科医師会に入っている歯科については可能（基本の情報は県 

のＨＰからとってほしい。10 月末くらいで報告したので来年には新しいものができ 

る。） 

・定期往診は訪問診療のことか。 

・往診と訪問診療と分けているところが多い。 

・最近の教育では分けて教えているので，若い世代ははっきり分けている。我々の世代は 

そういう概念がなかった。 

・頻度とすれば訪問診療の方がはるかに多い。 

・保険薬局だったらどこでも対応できる。配達のみと家にあがって様子を聞いて医師へフ 

ィードバックする場合がある。医療点数でも分かれている。患者さんやケアマネと相談 

しながらどちらがいいか決める。家に上がる場合は同意書が必要。ケースバイケース 

・一人暮らし増えている。薬を定期的に飲めない人増えている。薬剤師さんに定期的に訪 

問してもらっている。遠方の家族に状況を伝えている。 

 

◎地域医療連携ワーキングの経過報告 

・市域を越えてつながることについてどう思うか。 

・市が登録するのに市外の人がいて問題ではないのか。市内の事業所が関わっている人と 

かある程度制限をかけないといけない。全県的にどうなのかもみていかないといけな 

い。晴れやかネットに入っているシートがある程度共通したもののほうが使いやすい。 

どう広げていくかは課題。 

・個人情報の関係もある。晴れやかネットはセキュリティが厳しい。何ヶ月かアクセスし 

ないと見られなくなっていた。 

・シートの全県統一については，Ｈ25～保健所でも県庁へ毎回強く言っているところ。 

・シートを誰が入力するか。看護師は入力に慣れていない。事務員は自分たちが入れてい 

いのか悩む。 

・会費も高く設定されている。参加費をもっと値下げし手欲しい。いつも使うパソコンと 

は別のパソコンに入っているのでなかなか見ない。不便さはある。高梁市はモデル地区 

として頑張らないといけない。最初は医師会主導。今は市役所が担当。 



・基本機能に入らないと広がっていきにくい。 

・まずは医者が 100％入って広げていくとか。 

・市外の 3 病院はきびきびに入るのはどうでしょうか。 

・前向きに考えるといいことですね。 

・市外の方について意見があったが，きびきびに入っている事業所が関わっている市外の 

方はいいのではと思う。市はデータを登録するだけなので広げていきたい。 

・倉敷の薬局は市内の方へ広く関わっている。きびきびに入っている事業所を公表してほ 

しい。それを知ることで自分のところも・・と思ってくれる。薬局は市外でもどんどん 

広げて欲しい。 

・倉敷中央病院が発行してる「みんなのくらちゅう」に晴れやかネットのことが載ってい 

たがどうでしょうか。 

・今年度は開示依頼減少。新規の医師が入ると開示依頼数が増えるが継続すると減少して 

くる。閲覧は少ない。当院の職員が晴れやかネットの教育係ができるようになった。秋 

に勉強会開催予定。救命救急センターは院内でも非常に積極的な部署。 

・晴れやかネットを使うことはあまりない。 

・晴れやかネットは独立した事務局が持っている。それは構わないがまだまだ流動的で安 

定した状態ではない。県は安定していると思わず支援をストップしないでほしい。 

・保健所からも要望は出している。 

・要望は出し続けて欲しい 

・きびきびに入っている事業所が関わる市外の人も対象にする。きびきび加入について 3 

病院も検討して欲しい。また相談させてください。 

 

◎その他 

 ・「みんなのくらちゅう」に載っていた倉中・平成病院が入っている「わがまちプロジェ 

クト」について紹介いただきたい。 

・2013 年から 13 病院で「わがまち健康プロジェクト」を始めて 3 年目。事業参加で 

ポイント付与している。倉敷中心部の方を対象としているが総社市の方も参加ＯＫ．年 

4 回市民会館で開催している。講師は協力病院から派遣。全国的にも同じ取り組みがス 

タート。川福大デザイン学科，県大，倉敷芸術大でプロジェクトのポスターを公募。次 

世代にも医療の機能分化を知ってもらうことが目的。3 月にお披露目会予定。 

・そういった取り組みができればと思っています。 

・今後医療・介護連携シートの見直しについて検討する予定。 

・市としてシートの統一についてどうですか。 

・他の会議でも出たのでシートの統一については，市長も県に伝えてきた。シートは 

県内に４つある。 

 


